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於　東京都薬用植物園

ふれあいガーデン草星舎Presents

きき手：東京生薬協会職員
池村　国弘（池兄）

植物観察家／植物生態写真家。1986年、東京生まれ。東京農業大学で造園学を修め、青年海外
協力隊として中国で砂漠緑化活動に従事。
帰国後、日本各地の自然を 100ヵ所以上訪ね歩き、2018年にフリーの植物ガイドとして独立。
身近な環境に着目する『まちの植物はともだち』観察会を軸に、保育・地域活性化・企業の
SDGs 等へ広く協力。2020年より植物生態写真家として、メディアを通じた啓発にも注力。
著書に「そんなふうに生きていたのね まちの植物のせかい」「種から種へ 命つながるお野菜の
一生」（ともに雷鳥社）ほか。書籍監修、寄稿等でも多彩に活躍中。

鈴木　純

冬芽には、３種類ある！

寒さと乾燥からの防護策
◆「うろこ」でガード ◆毛皮のコート

◆裸だけど毛むくじゃら ◆隠遁の術

すずき・じゅん

冬芽たちの作戦
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（ようこん） （いかんそくこん）

ロゼット
このロゼットは何でしょう？

答えは会場で！

葉痕 維管束痕

草は…どうしてる？

冬芽と並んで造形が面白いのが…

ここに
これがつながっていた

ユズリハ

タンポポ属ほか

こういう姿を （rosette）といいます。

ユズリハ
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